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私学の経営と

教育に役立つ

新聞です。
http://www.zenshigaku-np.jp

２
月
３
日
号
の
主
な
内
容

文
科
省
・
小
松
私
学
部
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

２
面

中
教
審
の
審
議
動
向

２
面

東
京
都
24
年
度
私
学
関
係
予
算
案

３
面

私
学
歌
壇
・
随
想
・
紹
介

４
面

12
人
の
校
長
ら
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
状

式典の冒頭、式辞を述べる清水会長

清水良一会長が宣言

新たな実践に冒険

心を持って船出

清
家

代
表
私
学
は
分
厚
い
中
間
層
作
り
出
し

て

い

る



全
私
学
連
合
が
平
野
文
部
科
学
大
臣
を
表
敬
訪
問私

学
で
は
42
人
を
表
彰

学
校
教
育
の
実

践
等

で
顕
著
な
成
果

文科相が優秀
教員 を表彰

95

３
％
が
Ｈ
Ｐ
で
公
開

前
年
度
比
8.1
ポ
イ
ン
ト
上
昇

学 校 法 人 の
財務情報等公開

高
校
標
準

単
価

31
万
円
台
に

別
途
私

立
高
生

授
業
料
軽
減
に
90
億
円

平
成
二
十
四
年
度
の
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付
税
措
置
が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た


そ
れ
に
よ
る
と
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度
比
二
十
六
億
円
︵
〇
・
五
％
︶
増
の
五
千
四
百
五
十
九

億
円
で

来
年
度
の
国
庫
補
助
九
百
七
十
九
億
円
︵
文
部
科
学
省
の
私
立
高
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
か
ら
同
省

の
直
轄
事
業
分
を
除
い
た
額
︶
と
合
わ
せ
る
と
前
年
度
比
二
十
九
億
円︵
〇
・
五
％
︶増
の
六
千
四
百
三
十
八
億
円


平野文部科学大臣（左から４人目）

を囲んで記念撮影も行われた

式典では文部科学大臣表彰も行われた

平
成
二
十
三
年
度
の
文
部

科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
式

が

一
月
三
十
日

都
内
の

会
館
で
開
か
れ

全
国
で
八

百
四
十
七
人
の
優
秀
教
員
が

表
彰
さ
れ
た

そ
の
う
ち
私

立
学
校
教
員
は
四
十
二
人


こ
の
優
秀
教
員
表
彰
は

教

職
経
験
十
年
以
上
か
つ
三
十

五
歳
以
上
で

学
校
教
育
の

実
践
等
で
顕
著
な
成
果
を
挙

げ
た
者
と
し
て
教
育
委
員
会

や
知
事
等
か
ら
推
薦
の
あ
っ

た
者
に
つ
い
て
文
部
科
学
省

が
審
査
し

決
定
し
た


優
秀
教
員
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
私
立
学
校
教
員
は
次
の

各
氏

表
彰
対
象
と
な
っ
た

実
践
分
野
は

十
三
人
が
学

習
指
導

三
人
が
生
徒
指

導

進
路
指
導

十
五
人
が

部
活
動
指
導

十
一
人
が
そ

の
他


◇

成
田
進
︵
五
所
川
原
第
一

高
校
︶
佐
々
木
洋
︵
花
巻
東

高
校
︶
都
賀
城
太
郎
︵
春
日

部
共
栄
高
校
︶
日
暮
利
幸

︵
千
葉
敬
愛
高
校
︶
平
野

千
帆
︵
あ
す
な
ろ
幼
稚
園
︶

塚
本
卓
︵
ゆ
か
り
文
化
幼
稚

園
︶
大
友
義
博
︵
開
成
中
学

校
︶
永
野
兼
之
︵
実
践
学
園

高
校
︶
増
子
寛
︵
麻
布
中
学

・
高
校
︶
長
崎
千
恵
子
︵
拓

殖
大
学
第
一
高
校
︶
吉
野

康
弘
︵
国
立
音
楽
大
学
附
属

高
校
︶
曲
渕
祐
司
︵
相
洋
高

校
︶
長
峰
俊
之
︵
富
山
第
一

高
校
︶
福
田
浩
之
︵
金
沢
学

院
東
高
校
︶
志
村
雄
次
︵
甲

斐
清
和
高
校
︶
小
尾
淳
美

︵
松
商
学
園
高
校
︶
國
谷

宗
章
︵
岐
阜
第
一
高
校
︶

後
藤
芳
子
︵
三
島
高
校
︶

大
倉
信
彦
︵
聖
隷
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
高
校
︶
小
長
谷
有

紀
︵
鶴
田
幼
稚
園
︶
山
脇
典

子
︵
上
野
台
幼
稚
園
︶
山
下

成
已
︵
名
古
屋
工
業
高
校
︶

犬
塚
え
り
子
︵
桜
丘
高
校
︶

米
田
眞
︵
高
田
高
校
︶
日
高

俊
行
︵
立
命
館
守
山
高
校
︶

大
西
英
子
︵
関
西
女
子
短
期

大
学
附
属
幼
稚
園
︶
中
尾

妙
子
︵
豊
里
幼
稚
園
︶
森
脇

啓
次
︵
金
蘭
千
里
中
学
校
︶

南
保
康
齋
︵
四
天
王
寺
中
学

校
︶
小
塚
湖
︵
大
阪
高
校
︶

西
村
義
央
︵
清
風
高
校
︶

工
藤
哲
士
︵
大
阪
体
育
大
学

浪
商
高
校
︶
宮
寺
良
平
︵
関

西
学
院
高
等
部
︶
澤
田
圭

子
︵
片
岡
台
幼
稚
園
︶
土
佐

泰
司
︵
石
見
智
翠
館
高
校
︶

吉
田
学
︵
修
道
中
学
校
︶

田
渕
正
美
︵
誠
英
高
校
︶

山
城
喜
義
︵
徳
島
文
理
高

校
︶
吉
田
雪
子
︵
大
町
幼
稚

園
︶
松
本
幸
︵
熊
本
信
愛
女

学
院
高
校
︶
山
住
由
美
子

︵
辻

丘
幼
稚
園
︶
入
江

亜
矢
子
︵
シ
オ
ン
幼
稚
園
︶

い
ま

大
学
の

秋
入
学
が
話
題
に

な
っ
て
い
る

入

学
時
期
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
東
大
の
懇

談
会
が
春
入
学
を
廃
止
し


秋
入
学
へ
の
全
面
移
行
を
求

め
る
中
間
報
告
を
ま
と
め
た

た
め
だ

こ
の
テ
ー
マ
は
臨

教
審
で
も
熱
心
に
議
論
さ
れ

た

た
だ
そ
の
こ
ろ
と
違
う

と
こ
ろ
は

大
学
が
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
深
め
た
た
め
か

実
現
の
見
通
し
が
濃
い
こ
と

と
支
え
る
側
の
理
解
の
早
さ

だ

た
と
え
ば
古
川
経
済
財

政
担
当
相
が
﹁
秋
入
学
で
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
人
を

政
府
に
採
用
す
る
こ
と
は


優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な

が
る
面
が
あ
る

政
府
が
積

極
的
に
採
用
す
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
が

民
間
企
業
が
採

用
に
向
か
う
こ
と
に
も
な

る
﹂と
発
言
国
家
公
務
員
の

秋
採
用
の
検
討
を
内
閣
府
事

務
次
官
に
指
示
し
た
と
明
か

し
た

早
慶
も
東
京
大
学
が

参
加
を
呼
び
か
け
た
秋
入
学

移
行
へ
の
協
議
体
に
参
加
す

る
意
向
を
示
し
た

野
田
総

理
も
財
界
代
表
も
も
ろ
手
を

上
げ
て
賛
意
を
示
し
て
い

る

た
だ
早
稲
田
の
内
田
副

総
長
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

セ
メ
ス
タ
ー
制
な
ど
で
す
で

に
現
状
の
ま
ま
で
十
分
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
大
学
も
あ

り

交
流
大
学
の
こ
と
を
考

え
る
と
一
律
に
秋
に
移
行
す

る
必
要
も
な
さ
そ
う
で
あ

る

慶
應
義
塾
の
清
家
塾
長

も
述
べ
て
い
る
よ
う
に

基

本
的
に
は
各
大
学
が
独
自
に

判
断
し
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
め
ば
済
む
話
だ
と
思
う


日
本
私
立
小
学
校
連
合
会

︵
清
水
良
一
会
長

立
教
女

学
院
小
学
校
長
︶
は

一
月

十
九
日

東
京
・
市

谷
の

私
学
会
館
で
同
連
合
会
結
成

七
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
を
開
催
し
た

式
典
で
は

十
二
人
の
私
立
小
学
校
長
ら

に
対
す
る
私
立
小
学
校
教
育

振
興
功
労
者
文
部
科
学
大
臣

表
彰
と

二
百
十
一
人
に
対

す
る
私
立
小
学
校
永
年
勤
続

者
表
彰
︵
会
長
表
彰
︶
も
行

わ
れ
た


︵
近
く
詳
報
︶

文
部
科
学
省
は
一
月
二
十

三
日

学
校
法
人
の
財
務
情

報
等
の
公
開
状
況
に
関
す
る

調
査
結
果
を
公
表
し
た


調
査
は

大
学

短
期
大

学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を

設
置
す
る
文
部
科
学
大
臣
所

轄
の
六
百
六
十
六
の
学
校
法

人
を
対
象
に
行
っ
た

平
成

二
十
三
年
十
月
一
日
現
在

で

一
般
に
閲
覧
可
能
な
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
財
務
情
報
等

を
公
開
し
て
い
る
学
校
法
人

は
六
百
三
十
五
法
人
で

全

体
の
九
五
・
三
％

前
年
度

︵
八
七
・
二
％
︶
と
比
べ
て

八
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

お
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
が
一
般
化
し
て
い
る
と

い
え
る

広
報
誌
等
へ
の
掲

載
や
学
内
掲
示
板
等
へ
の
掲

示
な
ど
を
合
わ
せ
る
と

何

ら
か
の
形
で
一
般
公
開
を
行

っ
て
い
る
学
校
法
人
は

六

百
四
十
六
法
人
︵
九
七
・
〇

％
︶
だ
っ
た


公
開
し
て
い
る
内
容
を
見

る
と

九
割
以
上
の
学
校
法

人
が

財
産
目
録
・
貸
借
対

照
表
・
収
支
計
算
書
・
事
業

報
告
書
・
監
事
の
監
査
報
告

書
ま
た
は
そ
の
概
要
を
公
開

し
て
い
る


一
般
公
開
に
当
た
っ
て


八
三
・
〇
％
の
学
校
法
人

が

財
務
情
報
を
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
た
め
の
資
料

を
作
成
し
て
い
た

前
年
度

の
七
一
・
五
％
と
比
べ
る
と

一
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
も
上
昇

し
て
お
り

情
報
公
開
へ
の

意
識
の
高
ま
り
が
う
か
が
え

る

ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
か
ら
財
務
情
報
の

ペ
ー
ジ
に
容
易
に
到
達
で
き

る
か
に
つ
い
て
は

大
学
法

人
で
は
九
二
・
八
％
で
実
施

さ
れ
て
い
る
が

短
大
法
人

等
で
は
三
五
・
二
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
た


全
私
学
連
合
︵
清
家
篤
代

表

慶
應
義
塾
塾
長
︶
を
構

成
す
る
私
学
団
体
の
会
長
等

が
一
月
二
十
四
日

平
野
博

文
・
文
部
科
学
大
臣
を
表
敬

訪
問
し
た

こ
の
日
は

日

本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
の

清
家
篤
会
長
と
大
沼
淳
副
会

長

日
本
私
立
短
期
大
学
協

会
の
佐
藤
弘
毅
会
長

日
本

私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会

の
吉
田
晋
会
長

日
本
私
立

小
学
校
連
合
会
の
清
水
良
一

会
長

全
日
本
私
立
幼
稚
園

連
合
会
の
香
川
敬
会
長
に
加

え

日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
の
河
田
悌
一
理

事
長
が
出
席
し
た

こ
の
中

で
清
家
代
表
は

私
立
大
学

の
学
生
が
学
生
全
体
の
八
割

を
占
め

野
田
内
閣
の
進
め

る
﹁
分
厚
い
中
間
層
﹂
を
作

り
だ
し
て
い
る
こ
と

学
生

に
と
っ
て
一
番
い
い
大
学
づ

く
り

着
実
に
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
う
人
材
育
成
を
進
め

て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明


私
学
教
育
へ
の
さ
ら
な
る
理

解
を
要
請
し
た

吉
田
・
中

高
連
会
長
は

平
成
二
十
四

年
度
の
地
方
交
付
税
に
よ
る

財
源
措
置
の
増
額
に
関
し

て

所
管
の
川
端
達
夫
総
務

大
臣
と
と
も
に
平
野
大
臣
に

感
謝
の
意
向
を
伝
え

香
川

・
全
日
私
幼
連
会
長
は

教

育
に
軸
足
を
置
い
た
幼
保
一

体
化
等
を
要
請
し
た

そ
の

ほ
か
河
田
理
事
長
は
地
方
大

学
が
持
つ
地
域
活
性
化
力
を

強
調
し
た


結
成
70
周
年
迎
え
記
念
式
典

祝
賀
会

文
部
科
学
省
の
国
庫
補
助

と
総
務
省
の
地
方
交
付
税
に

よ
る
財
源
措
置
は

各
都
道

府
県
の
私
立
高
校
等
経
常
費

助
成
の
財
源
と
な
る
も
の


生
徒
一
人
当
た
り
単
価
は


そ
の
際
の

標
準
額

と
い

う
べ
き
も
の


学
校
種
別
に
平
成
二
十
四

年
度
の
財
源
措
置
額
︵
生
徒

一
人
当
た
り
単
価
︶
を
み
る

と
―
―


高
校
︵
全
日
制
・
定
時

制
︶
は

国
庫
補
助
単
価
が

五
万
二
千
九
百
五
十
八
円


地
方
交
付
税
措
置
単
価
が
二

十
五
万
七
千
三
百
円
で

両

者
の
合
計
額
は
三
十
一
万
二

百
五
十
八
円
で
前
年
度
と
比

べ
千
四
百
五
十
三
円

〇
・

五
％
の
増
額
と
な
っ
た


中
学
校
は

国
庫
補
助
単

価
が
四
万
六
千
百
三
十
三

円

地
方
交
付
税
措
置
単
価

が
二
十
五
万
六
千
八
百
円

で

両
者
の
合
計
額
は
三
十

万
二
千
九
百
三
十
三
円

前

年
度
と
比
べ
千
四
百
四
十
六

円

〇
・
五
％
の
増
額


小
学
校
は

国
庫
補
助
単

価
が
四
万
四
千
五
百
三
十
一

円

地
方
交
付
税
措
置
単
価

が
二
十
五
万
六
千
八
百
円

で

両
者
の
合
計
額
は
三
十

万
一
千
三
百
三
十
一
円

前

年
度
と
比
べ
千
四
百
四
十
四

円

〇
・
五
％
の
増
額


幼
稚
園
は

国
庫
補
助
単

価
が
二
万
二
千
六
百
四
十
二

円

地
方
交
付
税
措
置
単
価

が
十
四
万
九
千
四
百
円
で


両
者
の
合
計
額
は
十
七
万
二

千
四
十
二
円

前
年
度
と
比

べ
八
百
二
十
三
円

〇
・
五

％
の
増
額


高
校
︵
広
域
以
外
の
通
信

制
︶
は

国
庫
補
助
単
価
が

九
千
五
百
九
十
五
円

地
方

交
付
税
措
置
単
価
が
五
万
五

千
九
百
円
で

両
者
の
合
計

額
は
六
万
五
千
四
百
九
十
五

円

前
年
度
と
比
べ
三
百
十

円

〇
・
五
％
の
増
額
と
な

っ
て
い
る


平
成
二
十
四
年
度
の
地
方

交
付
税
財
源
措
置
で
は

こ

う
し
た
経
常
費
助
成
財
源
へ

の
手
当
と
は
別
に
﹁
私
立
高

等
学
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
﹂
と
﹁
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
事
業
充
実
分
﹂
が

設
け
ら
れ
て
い
る

こ
れ
ら

の
財
源
措
置
額
は
前
者
が
前

年
度
比
約
二
十
億
円
増
の
約

九
十
億
円

後
者
が
前
年
度

同
額
の
約
二
十
五
億
で

一

人
当
た
り
単
価
は

前
者
が

前
年
度
比
二
千
百
円
増
の
九

千
百
円

後
者
が
前
年
度
同

額
の
千
九
百
円

こ
う
し
た

地
方
交
付
税
に
よ
る
財
源
措

置
額
等
の
動
向
は
各
都
道
府

県
の
私
学
助
成
の
増
額
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る


高
校
に
関
し
て
は

大
半

の
自
治
体
は
県
単
独
の
財
源

も
加
え
て
標
準
額
を
上
回
る

経
常
費
補
助
単
価
を
計
上
し

て
い
る
が

私
立
小
・
中
学

校
に
関
し
て
は
私
学
助
成
額

が
標
準
額
を
下
回
る
県
が
少

な
く
な
い

高
校
の
よ
う
な

就
学
支
援
金
も
な
い
こ
と
か

ら
私
立
小
中
学
校
の
保
護
者

の
教
育
費
負
担
は
極
め
て
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る


記
念
式
典
の
冒
頭

式
辞

を
述
べ
た
清
水
会
長
は

同

連
合
会
加
盟
の
私
立
小
学
校

百
七
十
九
校
は
今
後
も


﹁
日
本
の
私
立
小
学
校
は
強

力
な
提
携
に
よ
っ
て

そ
の

自
主
性
と
公
共
性
を
発
揮

し

私
立
小
学
校
教
育
の
充

実
を
図
る
﹂
と
の
連
合
会
結

束
の
理
念
を
全
面
的
に
受
け

継
ぎ

闊
達
な
自
発
性
を
持

っ
て
進
取
の
精
神
を
さ
ら
に

奮
い
立
た
せ

磨
き
上
げ


広
く
公
教
育
に
貢
献
し

新

た
な
実
践
に
冒
険
心
を
持
っ

て
船
出
し
て
い
く
こ
と
を
改

め
て
宣
言
し
た

東
日
本
大

震
災
や
原
発
事
故
か
ら
の
復

旧
・
復
興

少
子
化

景
況

感
の
落
ち
込
み

地
震
を
警

戒
し
て
の
遠
距
離
通
学
の
敬

遠
な
ど
に
よ
り

私
立
小
学

校
で
は
現
在

志
願
者
の
減

少
が
続
い
て
い
る
も
の
の


私
立
小
学
校
廃
止
の
危
機
を

は
ね
返
し
た
大
先
輩
の
団
結

力
と
行
動
力
の
遺
伝
子
を
継

承
す
る
現
在
の
私
立
小
学
校

関
係
者
は
今
の
難
局
を
も
乗

り
切
れ
る
と
思
っ
て
い
る
と

力
強
く
語
っ
た

こ
の
後


矢
崎
昭
盛
副
会
長
か
ら
私
立

小
学
校
や
連
合
会
の
苦
難
の

歴
史
な
ど
が
説
明
さ
れ
た


そ
の
後

文
部
科
学
大
臣
表

彰
状
が
森
口
泰
孝
事
務
次
官

か
ら
十
二
人
の
功
労
者
に
授

与
さ
れ
た

文
部
科
学
大
臣

表
彰
者
は
次
の
各
氏

▽
川

田
紀
美
子
・
桜
の
聖
母
学
院

小
学
校
長
▽
矢
崎
昭
盛
・
国

本
小
学
校
長
▽
景
山
壽
貴
・

小
野
学
園
小
学
校
教
頭
▽
功

力
俊
文
・
元
日
本
女
子
大
学

附
属
豊
明
小
学
校
長
▽
園
田

達
彦
・
元
聖

徳
学
園
小
学

校
長
▽
大
森

隆
實
・
元
目

黒
星
美
学
園

小
学
校
長
▽

武
田
博
信
・

元
ト
キ
ワ
松

学
園
小
学
校

長
▽
中
村
弘

之
・
自
由
学

園
初
等
部
長

▽
竹
下
昌
之

・
元
成
城
学

園
初
等
学
校

長
▽
中
村
太
貴
生
・
元
椙
山

女
学
園
大
学
附
属
小
学
校
長

▽
櫻
井
成
・
光
華
女
子
学
園

光
華
小
学
校
長
▽
堀
俊
一
・

元
帝
塚
山
小
学
校
長
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